
東
京
地
本
が
日
本
ア
ク
リ
ル
争
議

支
援
の
都
労
委
前
宣
伝
行
動
を
10
月

21
日
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

当
日
は
、
愛
知
地
本
ア
ク
リ
ル
争

議
団
が
12
月
に
出
さ
れ
る
予
定
の
都

労
委
命
令
に
向
け
、
宣
伝
行
動
と
署

名
（
個
人
・
団
体
「
不
利
益
取
り
扱

い
と
支
配
介
入

団
交
拒
否
を
ふ
せ

ぐ

公
正
な
勝
利
命
令
を
求
め
る
要

請
署
名
」
）
個
人
６
４
６
筆
、
団
体

１
８
０
筆
の
提
出
行
動
を
行
い
ま
し

た
。

（
記

執
行
部
Ｕ
）

11
月
３
日
は
、
憲
法
記
念
日
。
愛

知
９
条
の
会
は
名
古
屋
市
公
会
堂
に

て
「
憲
法
９
条
を
ま
も
ろ
う
愛
知
県

民
の
つ
ど
い
」
を
開
か
れ
、
オ
ン
ラ

イ
ン
含
め
７
５
０
人
の
参
加
で
し
た
。

冒
頭
代
表
世
話
人
の
内
川
弁
護
士

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
元
内
閣
官
房
副

長
官
補
佐
補
の
柳
澤
氏
よ
り
「
ト
ラ

ン
プ
政
権
で
混
迷
す
る
世
界
と
日
本

の
将
来
」
の
タ
イ
ト
ル
で
講
演
が
さ

れ
ま
し
た
。
米
国
の
攻
撃
に
は
容
赦

を
し
な
い
し
自
国
の
為
に
最
強
の
軍

事
力
を
維
持
し
つ
つ
弱
い
国
に
は
交

渉
の
手
段
と
し
て
武
力
を
行
使
し
、

強
い
国
に
対
し
て
は
抑
止
力
を
と
言

い
な
が
ら
無
限
の
軍
拡
に
突
き
進
ん

で
い
る
。

日
本
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、
米
国

に
見
捨
て
ら
れ
な
い
た
め
に
、
ど
こ

ま
で
も
米
国
の
要
求
に
こ
た
え
る
。

防
衛
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
１
％
分
の
増
加
に
は

６
兆
円
が
必
要
、
こ
れ
は
財
政
破
綻

を
招
く
し
、
兵
器
の
爆
買
い
は
自
衛

隊
募
集
が
困
難
な
状
況
で
、
兵
器
を

扱
う
人
員
が
足
り
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
ま
も
る
べ
き
は
「
戦
争
を
し

な
い
国
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

が
大
事
、
戦
争
体
験
者
で
歴
代
の
自

民
党
の
田
中
角
栄
・
福
田
康
夫
・
古

賀
誠
・
亀
井
静
香
な
ど
戦
争
を
知
る

政
治
家
で
さ
え
こ
の
こ
と
を
守
る
こ

と
を
考
え
て
い
た
。

私
た
ち
は
、
戦
後
生
ま
れ
だ
が
戦

争
体
験
が
無
く
て
も
、
戦
争
の
悲
惨
・

戦
争
の
傷
跡
は
認
識
で
き
る
。
戦
争

を
回
避
す
る
道
筋
は
、
必
ず
あ
る
。

そ
れ
を
政
治
に
求
め
て
い
く
こ
と
が

大
事
、
そ
の
政
治
家
を
送
り
出
す
の

は
国
民
一
人
一
人
で
あ
る
。

そ
し
て
平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
実

感
で
き
な
い
世
代
が
増
え
て
い
る

「
９
条
を
守
れ
」
が
通
じ
な
い
、
何

を
ど
う
伝
え
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

未
来
か
ら
見
た
歴
史
で
あ
る
今
日

「
防
げ
た
の
に
」
と
言
わ
れ
な
い
よ

う
に
我
々
が
次
世
代
に
語
り
継
い
で

い
く
必
要
が
あ
る
。
と
話
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
は
、
社
会
問
題
や
政
治
を

風
刺
す
る
お
笑
い
芸
人
の
「
せ
や
ろ

が
い
お
じ
さ
ん
」
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

が
あ
り
ま
し
た
。
（
記

執
行
部
Ｓ
）

（
裏
面
に
も
記
事
が
あ
り
ま
す
）
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全
国
一
般
愛
知
地
本

■

今
後
の
予
定

■

12
月
２
日（
火
）単
一
労
働
組
合
協
議
会

定
期
大
会

＝

２
０
２
６
年＝

１
月
９
日（
金
）２
０
２
６
全
国
一
般
愛
知

地
本
旗
開
き
（
左
チ
ラ
シ
参
照
）

１
月
25
日（
日
）愛
労
連
第
73
回
定
期
大

会２
月
16
日（
月
）第
１
回
評
議
委
員
会

都庁前で宣伝行動！
我々は最後まで闘うぞ

＝日本アクリル争議：都労委命令を前にして＝



今
年
の
大
会
は
11
月
９
日
、
東
別
院
会

館
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
午
前
、
見
学
分
科
会
「
市
政
資
料

館
か
ら
文
化
の
み
ち
散
策
（
撞
木
館
・
二

葉
館
）
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
雨
の
中
、

１
２
名
で
３
名
の
ガ
イ
ド
さ
ん
と
一
緒
に

歩
き
ま
し
た
。
市
政
資
料
館
は
私
も
大
好

き
な
建
物
で
す
。
国
の
重
要
文
化
財
で
旧

名
古
屋
控
訴
院
地
方
裁
判
所
区
裁
判
所
庁

舎
、
皆
さ
ん
も
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
虎
に
翼
」
の
裁
判
所
の
シ
ー

ン
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。
実
は

こ
の
建
物
は
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う

だ
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
び
っ
く
り
で
す
。

ネ
オ
バ
ロ
ッ
ク
様
式
で
敷
地
は
５
３
０
０

坪
も
あ
り
、
玄
関
に
入
る
と
裁
判
所
ら
し

く
公
平
を
意
味
す
る
天
秤
計
り
を
か
た
ど
っ

た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
こ
で
あ
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

三
淵
嘉
子
さ
ん
も
４
年
間
働
い
て
お
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
撞
木
館
は
輸
出
陶

磁
器
商
の
井
元
為
三
郎
の
館
で
こ
ち
ら
も

ユ
ニ
ー
ク
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
あ
り
ま

す
。
ト
ラ
ン
プ
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
す

が
、
ス
ペ
ー
ド
と
ダ
イ
ヤ
、
ク
ロ
ー
バ
ー

は
あ
り
ま
す
が
、
ハ
ー
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
意
味
は
「
ハ
ー
ト
は
自
分
の
心
の
中

に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
次
の
二

葉
館
は
日
本
の
女
優
第
１
号
川
上
貞
奴
の

館
で
す
。
こ
ち
ら
も
貞
奴
が
好
き
だ
っ
た

植
物
を
か
た
ど
っ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
貞
奴
が
自
分
の
力

で
財
力
を
築
き
、
会
社
も
経
営
し
て
い
た

こ
と
な
ど
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
の
お
か

げ
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
楽
し
い
時
間
を
持
て
ま
し
た
。

午
後
は
全
体
会
で
、
北
法
律
事
務
所
の

裴
明
玉
（
ぺ
み
ょ
ん
お
く
）
弁
護
士
の

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
を
目
指
し
て
」

の
講
演
で
し
た
。
今
、
多
様
性
を
認
め
な

い
ト
ラ
ン
プ
の
よ
う
な
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ

を
や
ろ
う
と
す
る
政
治
家
が
出
て
い
ま
す
。

日
本
の
社
会
で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
性
別
の
相
対
性
や
性
の
多
様
性
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
つ
け
て
も
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
は
１
１
８
番
目
と
い
う
低
さ
で
す
。

と
り
わ
け
政
治
・
経
済
の
分
野
が
低
い
水

準
な
の
が
問
題
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

パ
リ
テ
法
で
議
員
に
立
候
補
す
る
時
、
男

女
ペ
ア
で
立
候
補
す
る
と
か
、
議
員
の
女

性
比
率
を
増
や
す
ク
オ
ー
タ
制
が
導
入
さ

れ
て
女
性
の
議
員
が
増
え
て
い
ま
す
。

性
暴
力
に
つ
い
て
は
被
害
者
が
女
性
だ

け
で
な
く
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
問
題
の
よ
う
に

男
性
も
い
て
、
深
刻
な
被
害
と
な
っ
て
い

ま
す
。
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
被
害
者
救
済

が
法
的
に
も
社
会
的
に
も
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
２
０
２
３
年
に
刑
法
が
改
正
さ

れ
た
が
、
被
害
者
の
立
場
に
立
っ
た
法
律

と
は
な
っ
て
な
い
実
情
で
す
。
そ
れ
で
も

女
性
た
ち
が
声
を
上
げ
、
そ
の
女
性
を
支

援
す
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
も
起
き
て
い
る
こ

と
が
、
政
治
を
動
か
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
の
高
市
政
権
誕
生
で
、
排

外
主
義
や
女
性
の
社
会
的
地
位
向
上
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
女
性
が
こ
う
や
っ
て
集
ま
っ

て
、
学
び
、
行
動
す
る
こ
と
で
社
会
は
変

わ
る
ん
だ
と
確
信
が
持
て
る
母
親
大
会
で

し
た
。

（
女
性
部

Ｉ
）

東
三
河
労
連
で
は
、
７
時
15
分
～

45
分
、
豊
橋
駅
で
の
行
動
に
10
人
が

参
加
し
千
枚
の
ビ
ラ
を
配
布
し
ま
し

た
。受

け
取
り
は
コ
ロ
ナ
以
前
に
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
自
治
労
連
の
長
坂

さ
ん
も
上
京
前
に
参
加
し
ま
し
た
。

西
三
河
労
連
で
は
、
名
鉄
新
安
城

駅
北
口
で
宣
伝
。
こ
の
駅
は
、
ト
ヨ

タ
系
や
三
菱
な
ど
大
企
業
労
働
者
が

利
用
し
て
い
ま
す
。
４
人
で
約
五
百

部
配
布
し
ま
し
た
。
昨
日
夕
方
は
西

尾
駅
で

１
人
で
百
八
十
部
配
布
し

ま
し
た
。

瑞
穂
区
労
連
は
、
地
下
鉄
「
新
瑞

橋
」
駅
に
て
６
人
で
二
百
五
十
枚
配

布
。
夕
方
も
こ
の
場
所
で
宣
伝
し
ま

し
た
。

愛
知
国
公
は
、
国
公
一
般
の
旗
を

掲
げ
、
三
の
丸
合
同
庁
舎
の
前
で
宣

伝
し
ま
し
た
。

港
地
区
労
は
地
下
鉄
「
名
古
屋
港
」

駅
で
は
２
人
で
二
百
部
配
布
。
名
中

セ
ン
タ
ー
は
地
下
鉄
「
久
屋
大
通
」

駅
、
海
部
・
津
島
労
連
は
「
津
島
」

駅
で
７
人
（
左
写
真
）
、
愛
高
教
の

仲
間
も
参
加
し
ま
し
た
。
天
白
地
域

セ
ン
タ
ー
は
「
平
針
」
駅
で
宣
伝
し

ま
し
た
。（

愛
労
連
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
転
載
）
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第
七
一
回
愛
知
母
親
大
会
に
参
加
し
て
・・・

学
び
・
行
動
す
る
こ
と
で
社
会
は
変
わ
る
！

11.6地域総行動
約80カ所で早朝から大奮闘！

県下駅頭でアピール


